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第１章　投資信託とは何か 

１　共同投資により、分散投資と専門家運用を
実現する（投資信託の仕組み）／２　投資を代行
する、企業価値の向上に貢献する（投資信託の
社会的役割）／３　専門会社が役割分担（運営方
法）／４　規模の効果を得られる一方、コスト
がかかる（メリットとデメリット）／５　元利保
証はない（銀行預金との違い）／６　お任せ運用
である（直接証券投資との違い）／７　資金借入
れなし、換金自由（ヘッジファンドとの違い） 
 
第２章　リスクとリターン 

１　リスクの語源は「勇気をもって試みる」（リ
スクとは何か）／２　「安全・有利」はない（金
融商品のリスクとリターン）／３　信用リスク・
価格変動リスクなど（金融商品のリスクの種類）
／４　インカムとキャピタルゲイン（金融商品
のリターンを分解する）／５　株式は長期にな
れば安定（金融商品のリターンの実績―預金
と株式の比較）／６　投資対象により異なる投
資信託のリスクとリターン／７　リターンを高
める複利の力 
 
第３章　投資信託の歴史（世界と日本） 

１　19世紀にイギリスで誕生／２　大資金をも
たない投資家の悩みを解決（投資信託はなぜ生
まれたか）／３　アメリカで大発展（世界の投資
信託はどのように発展してきたか）／４　多様
化とグローバル化（日本の投資信託の歴史） 
 
第４章

　投資家保護はどのように 
　　　　行われるか（日本と世界） 
１　金商法・投信法で規制（投資信託の投資家
保護の枠組み）／２　投資家への忠実義務が中
心（制度の運営に関する法制）／３　適合性原則

が中心（販売に関する法制と関連事項）／４　「発
注後に算出される価格」で買付・換金（投資信
託の買付・換金ルール）／５　分散の徹底・レ
バレッジ排除など（資産運用に関する法制） 
 
第５章　商　　品 

１　公募・契約型・証券投資信託が中心（日本
の投資信託の種類）／２　資産・地域で分類（投
資対象別にみた商品分類）／３　契約型と会社
型など（世界の投資信託の分類）／４　１本当り
規模が小さい日本（ファンド数などの国際比較）
／５　品揃えが整った日本（外国と日本の商品
バラエティの比較）／６　ETF、ターゲット・
デート・ファンド、ESG投資（世界の注目商品） 
 
第６章　販　　売 

１　投資信託はだれがどのような目的で買って
いるか（販売対象マーケット）／２　投資家は買
い付けた投資信託を何年間保有しているか（平
均保有期間）／３　安値買い・高値売りしてい
る投資家（ファンドリターンと投資家リターン
の関係）／４　だれがどのような方法で販売し
ているか（販売経路） 
 
第７章　資産運用 

１　資産運用はどのように行われるか（運用の
プロセスと運用会社の組織）／２　ファンドマ
ネジャー制と委員会制などの違い（ファンドの
運用方式）／３　投資スタイルなどの活用（ア
クティブ運用の手法）／４　主軸は穏健なアク
ティブ運用（アクティブ運用とパッシブ運用の
歴史的変遷）／５　 パフォーマンスの良否、市
場への影響（アクティブとパッシブの是非をめ
ぐる議論）／６　アメリカでも海外投資増加（投
資のグローバル化の状況）／７　上場企業の価
値向上を促す（スチュワードシップ・コード）／

８　中立の立場からファンド評価（パフォーマ
ンス評価機関）／９　日本で新規参入が増加（世
界の投資信託運用業界の現況） 
 
第８章　分配と税制 

１　評価益も分配可能（日本の分配の制度）／
２　日本は自由度が高い（分配制度の国際比較）
／３　アメリカの投資家は分配を嫌っている（分
配の実態の国際比較）／４　投資家にフレンド
リーな日本の税制（投資信託税制の国際比較）
／５　投資優遇が充実している日本（貯蓄・投
資優遇税制の国際比較） 
 
第９章　ディスクロージャー（情報開示） 

１　目論見書と運用報告書が中心（投資信託の
情報開示の流れ）／２　「交付」と「請求」の２種
類（目論見書の種類と記載内容）／３　半年～１
年ごとに作成（運用報告書の種類・作成時期と
記載内容）／４　毎月、運用状況を開示（投資信
託会社による適時開示）／５　個別企業・個別
案件ごとに開示（組入株式の議決権行使）／６　
投資家ごと、ファンドごとに開示（販売会社の
トータルリターン通知制度）／７　リスクの表
示方法が異なる（情報開示制度の海外との比較） 
 
第10章　これからの投資信託 

１　世界の投信残高は5000兆円・新興国の成長
大（世界と日本の投信の現況）／２　投資家リタ
ーン向上・受託者責任の遂行など（世界と日本
に共通の課題）／３　販売改善・企業価値向上
への貢献など（日本独自の課題）／４　確定拠出
年金制度の活用（退職に備える「資産形成」と投
資信託）／５　長寿化で重要性増す（退職後の「資
産を取り崩しながらの運用」と投資信託） 




